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   秋も本格的に深まりつつあり、いよいよ文化にスポーツに最適な気候となってきました。中間テスト

の結果も気になるところではありますが、新人大会、文化祭と行事、目白押しでこれから忙しくなりそ

うです。 

   部活動の取組においても、クラス・学年の取組にしても仲間あっての活動になります。 

      それぞれの力を出し合い、足りない部分はフォローしあいながら、悔いのないものにしてください。 

みんなでつくり上げていったものは忘れられないものです。ぜひみんなで素敵な実践をしてくれるこ

とを心より期待しています。 

また、文化祭の合唱コンクールに向け、音楽の授業の時間を中心に、各学級で取組が進んでいます。

新人大会終了後、本格的に学級での練習が進んでいくことでしょう。美しいハーモニーをつくりだせ

るよう、練習に励んでください。１１月１日（金）の文化祭では、すばらしい合唱を聞かせてくれる

ことを楽しみにしています。 
保護者の皆様には、今後ともご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

★認証式～後期生徒会本部役員、学級役員、専門委員    

今まで生徒会の中心となって頑張ってきてくれた旧生徒会役員の人たちの 

最後の挨拶。新本部役員の認証、そして後期お世話になる学級役員、専門 

委員の認証。たくさんの人たちの名前が呼ばれ、それに対する応答の声、後 
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後期生徒会本部役員 

立会演説会の様子 

中間テストが終わり、いよいよ新人大会！そして、文化祭！

期活動のスタートのときです。 

  後期も行事は目白押しです。それを運営していくのは新しく役員になった皆  

さんです。そしてその皆さんを支えて活動を活性化させ、成功に導くのはクラ 

スの仲間全員。みんなが力を合わせ、持っているものを出し切ることで、ぜひ  

とも素晴らしい取り組みにしていってください。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 



☆新人大会に向けて壮行会 

認証式の後、新人大会に

向けての 壮行会が行われ

ました。デビューする人もい

る中、 １，２年生の皆さん、

少し緊張気味の様子。正々

堂々ともてる力の全てを出し切ってほしいと思います。３年生の思いを１，２年生が受け継ぎ、闘いに臨もうと

している姿が印象的でした。最後まであきらめることなく、全力でプレーすることで悔いのない大会にしよう。 

西陵中学校の生徒として、全ての面で最後まで頑張ろう。 

10 月 18 日(金)～19 日(土)に新人大会が開催されます。 

第 1 試合の対戦校等についてお知らせします。 

部活名 日 時 対戦校等 会 場 

野球 18 日 11:00～ 南中 北条球場 

サッカー 18 日  9:00～ 三滝中 垂坂サッカー場 

バレーボール 18 日 10:20～ 保々中 楠中 

バスケットボール（女子） 18 日  8:30～ 橋北中 朝日中 

18 日 9:15～ 

10:30～【団体戦】

女子：三重平中 
男子：大池中 四日市ドーム 

テニス 

19 日 9:00～【個人戦】 個人戦の対戦は当日発表 三滝ﾃﾆｽｺｰﾄ 

本校には陸上部はありませんが，社会体育で活動している生徒が 1 名出場します。 

陸

上 

18 日 11:00 頃【男子 800m 予選】

12:30 頃【男子 1500m】中央緑地 
 

 
 
 
１０月１５日（火） 文化祭の取り組み開始 

１８日（金）１９日（土） 新人大会 

１１月 １日（金） 文化祭 学校公開日  

第１回制服ﾘﾕｰｽ（PTA 体育厚生部） 

    ６日（水） 三泗駅伝大会（中央緑地） 

    ７日（木） 三泗音楽会（四日市市文化会館） 

１１日（月） ｴｱﾛﾋﾞｸｽ教室（PTA 体育厚生部） 

   １１日（月） 英語ｽﾋﾟｰﾁ、英作文ｺﾝﾃｽﾄ 

   ２５日（月） 期末テスト 
～２７日（水） 

 １１月中旬までの主な予定  

小山田地区人権・同和教育推進協議会 
人権標語コンクールについて 

本校から優秀賞６作品、佳作６作品が選ばれました。 
優秀賞 
・ 人と人、生きて心をつなげよう 
・ その笑顔 相手を元気にさせている 
・ 考えよう その言葉をもう一度 
・ 気をつけよう 自分の言葉に責任をもとう 
・ 「ありがとう」みんなが笑顔になる言葉 
・ その言葉 相手の心 思ってる？ 
佳作 
・ おもいやる その気持ちを 大切に 
・ その一言で傷つける、その一言で救われる 
・ 助け合い そこからうまれる小さな和 
・ 友達は 一生輝く 宝物 
・ 誰かを傷つけることは自分を傷つけること 
・ 「いじめてない」見て見ぬふりも同じこと 


